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県内では、今週に入り曇雨天が続いていますが、甲府地方気象台の週間天気予報による

と、今週末から来週にかけても曇雨天となる見込みです。今後の気象情報に注意し農作

物の管理を実施して下さい。 

施設栽培 

１ 果樹  

＜共通＞  
 ○曇雨天が続きハウス内の湿度が高い場合は、加温機や循環扇を稼働するなど、多湿

にならないように注意する。 
 ○生育ステージごとにハウスの栽培基準を目安にハウス内の温度を管理する。曇雨天

の合間に日が差す時などは、ハウス内の急激な温度上昇に注意する。 

＜ブドウ＞ 
○防除暦に準じた中で灰色かび病等の防除を徹底する。 

 ○開花期から落花結実期の場合は、灰色かび病対策としてビニールマルチを敷くとと
もに、落花期に花カスをていねいに落とす。 

 
２ 野菜 

○ほ場が過湿にならないよう、排水路を設けるなど排水対策を徹底する。 
○施設やトンネル内が過湿にならないよう換気を行う。 
○トマト、キュウリ、イチゴ等の施設の果菜類では、軟弱徒長となりやすいことから、

作物の生育状況に応じた施肥やかん水管理に務める。 
○は種期を迎えているスイートコーントンネル栽培では、地温が低く、土壌水分が多く

なると発芽不良等の原因となるため、は種は、地温が上がり土壌水分が適切な状態で
行う。 

○灰色かび病などの病害が発生しやすくなるので、病葉や病果の早期除去と適切な薬剤
散布により、病害発生の防止に努める。 

 
３ 花き 
○施設花きでは、灰色かび病などの病害が発生しやすくなるので、病株等の早期除去 

と適切な薬剤散布により病害発生の防止に努める。 
○鉢間隔を広げたり、生育状況に応じた適切な施肥管理により軟弱徒長になるのを防ぐ。 


